
集・提供を、より充実させて 化のため、講座の開催や、団体間の交流促進など、指定管理者

いくことが求められている。 の創意工夫を促し、ボランティア・市民活動支援センターがよ

り効果的・効率的に運営され、市内における拠点となるよう充

実させていく。

センター登録している市民活動団体はほぼ横ばいだが、市内NPO法人数は増加に転じた。市

民活動推進基本方針に掲げる重点施策については、支援センターの運営や市民活動サポート

Ｂ
補助金等をとおして、充実してきており、概ね予定通りに進捗しているといえるが、引き続

き、NPO法人設立や新たに市民活動に携わる人が増加するように支援を実施していく。

地域課題の解決に向けて、ボランティアや市民活動団体等に参加する市民の増加を促すとと

もに、活動を支援していくことの重要性はますます大きくなっていることから、現在の体制

→ をより充実させていくことが必要になる。直接の事務を行う職員数及び予算については維持

する方向であるが、職員の体制を工夫して、積極的に事業を実施していく。

市民活動やボランティアを行う個人や団体の存在は、協働のまちづくりを実現し、地域における課題解決のためには重要な役割を担う。そ

のため、行政としては、新たな人材の発掘や育成、様々な団体間の交流促進など、活動が活性化するように支援していくことが必要である

。現在活動を行っている市民や市民活動団体とも協働しながら、より効果的・効率的な支援ができるよう、事業内容について随時見直しを

行っていく。
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07 人が集い心ふれあうまち 市民生活部・協働推進課

01 協働

73 ボランティア・市民活動の支援

　市民の福祉、教育、環境、文化、まちづくりなどにおける地域課題を解決するためのボランティア・市民活動団体、NPO

法人等を支援する体制の充実を図ります。

市民活動推進事業

ボランティア・市民活動支援センター事業

市内NPO法人数 公益性が高い団体が市内に増えている
法人 44 34 31 26 32

か
ボランティア・市民活動支 市民活動に携わる市民が増えているか

団体 199 174 195 205 202
援センター登録団体数

戸田市自治基本条例の制定により、ボランティア・市民活動団 市民活動サポート補助金制度により、市民活動団体の自立に向

体への支援の強化が求められており、自立して活動している公 けた、運営基盤の強化や事業資金面での支援を、アドバイザー

益性の高い団体やボランティア・市民活動に参加する市民の全 を活用しながら充実させていく。加えて、新たにボランティア

体数を増やしていくことが課題となっている。また、ボランテ や市民活動に携わる人の増加や、すでに活動している人の活発

ィアや市民活動に関する情報の収



明 評価者名 安部　孝良

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R
H30決算額

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

施
策
内
優
先
度

事業費
2

事業コード R1予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

予
 
算
 
額

事業費R コメント
うち2

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

03 市民活動推進事業　（協働推進課）
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